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一 研究ノートー
リス ク社会 と 「割 れ窓理論」
RiskSocietyand`BrokenWindowsTheory'
山 本 奈 生
抄 録
いわゆる 「生活安全条例」や 「コ ミュニテ ィ ・ポ リッシング」 の理論的背景 として脚光を浴 びてき
たケ リングらの 「割れ窓理論」 は,近 年 い くつかの批判に晒 されている。 本稿で は,「割れ窓理論」
に対 する これまでの批判点を概観 し,論 点 を整理 した上で,「 割れ窓理論」が抱 える困難 と隠 された
社会 的 コス トにつ いて考察す る。 ここで主張 され るコス トとは,1)「 犯罪の リスク」 が高 いとされ
る人 口集団に対する抑圧 と排除,2)都 市空間その ものが内部に向かって規範化 され,「 ゲーテ ッ ド・
コ ミュニティ」 へと進展す る可能性,の 二 点であ る。










での 「祇園 ・木屋町特別機動隊」の取 り組みや
滋賀県や大阪府の生活安全条例など多くの施策




















現 代 は 「リス ク社 会 」(risksociety)の 時
代 で あ る と言 わ れ る。 こ こで い われ る リス ク と
はU・ ベ ックな ど も指 摘 す る よ うに危 険性 そ の
もの で は な く,将 来 に起 こ りえ る未 然 の危 機 に
対 す る蓋 然 性 の こ と を 指 して お り(Beck,
1986-1998),こ う した リス ク を 巡 る政 治 的 ・
経 済 的駆 け引 きが 中心 とな った社 会 に お いて は,
生産的な活動よりも 「リスク回避」が主要な関
心事 となる。






































悪」犯罪が増加 してお り,こ れに対する窮余の





ばには取 り締 り実施前の1.5倍以上に達す るこ
ととなった。そしてこれと比例する結果として,









「秩序 修復 」 の陥穽
このように 「割れ窓理論」は正常な社会の状
態を想定 し,そ こでの無秩序/逸 脱を取 り締ま
ることによ って街頭の 「秩序修復」(order


















NYの 殺人件数は低下 したが,そ れは全米的な































多 くの取締 り政策で問題とされるコス トは,
殆どが経済的な費用であるが,「 割れ窓理論」
を実施するためのコス トが単純な人件費だけだ











NYで は大量の 「ホームレス」や 「セックス ・
ワーカー」,ビ ザ切れの畠稼ぎ労働者が取 り調





















りの根拠が トー トロジーとして成立 している点
をここでは指摘 しておかねばならないだろう。
既存の社会秩序を撹乱する存在を 「割れ窓」と















1)〈 秩序修復 〉プログラムは多 くの警察人
員や地域のボランティアを動員 し,軽 犯罪を取























階級 と汚穢の隠喩的関係 は今 日では逸脱者 と
「無 秩 序 」 へ と入 れ替 わ って い る。
す な わ ち,地 域 コ ミュニ テ ィか ら 「無 秩 序 」
を排 斥 し,街 頭 を 「取 り戻 す 」 と い う空 間 の平
面 的 な切 り取 りは,誰 を外 部 化 し何 を 内部 化 す
る の か と い う境 界 の恣 意 的 な区 分 に よ っ て既 存
の 「秩 序 」 が 前 提 とす る規 範 を強 固 な ものへ と
仕 立 て上 げ て い くの だ。
さて,こ れ まで見 て きた よ うな人 口へ の く生 一
政 治 〉 や都 市 空 間 の規 範 化 と い った 問 題 は,テ
ロに対 す る い わ ゆ る 「エ シ ュ ロ ン ・シ ス テ ム」
な ど と比 較 す る と,い か に もア ナ ロ グ な手 法 に
思 え る か も しれ な い。 だが,高 度 な 盗 聴 技 術 や
最 新 の ボ デ ィス キ ャナ ーが テ ロ に対 す る準 戒 厳
令 状 態 を編 成 す る 「必 要 悪 」 で あ る と見 な され
る の に 対 し,「 秩 序 修 復 」 の ア ナ ロ グ な 手 段 は
そ れ 自体 が く良 き 〉地 域 コ ミュニ テ ィ と連 動 し
た規 範 化 を志 向 して お り,そ れ ゆえ 問 題 とされ
に く く,ま た根 強 い取 締 りの あ り方 で あ る とこ
こで は指 摘 して お き た い。
注
1)例 えば 「東 京都安 全 ・安心 まちづ く り条例」
な ど各 自治体 において様 々な呼称 があ るが,本
稿 では便宜 的 に 「生活安全条例」 とす る。 「生活
安全 条例」 についての詳細 は,(安 達,2006)を
参照。
2)2006年2月 に行われた,「 東 ロー タ リー クラブ
創 立50周 年 記念講 演」 で京 都府知事 の 山田啓二
は地域パ トロール の強化や 「特 別機動 隊」 の取
り組み を 「基本 的 には割 れ窓理 論」 に基づ いて
い ると述 べている。
3)Newman,1973
4)「 割れ窓理論」 の紹介 は地域社会 との連 帯を強
調す るコ ミュニ テ ィ ・ポ リッシ ングとの組 み合
わせで論 じられ てきた。例 えば,地 域 におけ る
「活動参加者個 々人 のエ ンパ ワーメ ン ト」 が 「安
全で安心 な地域社 会を実現 させ る」 と主 張す る
小林(2003)や 守 山(1999)な ど。
5)人 口1万 人当 た りの警察人員 は93年 のNYで
40人 であったが,98年 には3割 増 しの53人 になっ
てい る。
6)例 え ば奈 良県 では 「周 回族」 が 「迷 惑 防止条
例」 によ って取 り締 ま られたが,結 果 的に は郊
外の大 型 シ ョッピングモール周辺へ拡 散 し,よ
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り取 り締 ま りを 困 難 に して い る。
7)鈴 木(2006)は 「監 視 社 会 」 につ い て 既 に 同
様 の 指 摘 を して い る。
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